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※ 指導資料では，授業における事象提示と働き掛けを提案しています。 

児童や学級の実態を踏まえて指導資料の内容を変更し，授業づくりにご活用ください。 

本時のねらい 

児童に身に付けさせ

たい資質・能力 

事象提示の前に行う

既習事項の確認 

事象提示のねらい・内容 

・条件の設定 

・実験の留意点 

児童に持たせたい疑問 

問題例 

児童に立てさせたい

予想・仮説 

児童に発想させたい

観察，実験の方法 

疑問や好奇心を持たせる 

問題を見いださせる 

※問題設定の留意点 

観察，実験の方法を発想

させる 

事象提示がモデルにな

る 

予想や仮説を立てさせる 

児童の思考の流れ 教師の働き掛け 
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指導資料内の記述について 

○予・・・・児童が予想や仮説を立てる際のヒントとなる内容 

○方・・・・児童が観察，実験の方法を発想する際のヒントとなる内容 

 

〈         の内容〉 

 

 

 

                   

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問例 

 
・・・・児童の考えを引き出すための発問例 

実態や授業の展開に応じて文言を変える 

確認 

既習事項 

・・・・本時に入る前に押さえたい既習事項 

指示 

・・・・教師の指示によって児童に行わせたり，考

えさせたりすること 

整理 

・・・・児童から出された発言を基にクラス全体で

対話しながらまとめること 

問い掛け 

・・・・児童に深く考えさせるための揺さぶり 

塩と砂糖を比べて，調べてみたいと思

ったことは何ですか。 

これからは「物の大きさ」「かさ」を

「体積」ということを伝える。 

食塩と砂糖を各グループに配布し，ど

ちらが重いのか考えさせる。 

※口に入れないように注意する。 

・・・・事象提示のこつや，教師の働き掛けに関わ

る留意点など 

・・・・児童に確実に理解させること 

教師の働き掛け 

油粘土で「置き方や形を変えても物の

重さは変わらない」ことを演示する。 

 

児童の発言を基に「調べたいこと」を

クラス全体で整理し，問題を設定す

る。 

・塩と砂糖の重さを台ばかりで量る。 

・「塩よりも砂糖の方が重いといってよ

いか」と問い掛けて考えさせる。 

 

※その場で詰めることで，体積が同じであるこ

とを確認する。 
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＜         の内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

     

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

       

 

 

 

 

基本の板書計画 「物と重さ」の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 物と重さくらべ 
 

同じ大きさの 

油ねん土 紙ねん土 

１５０ｇ ４０ｇ 
 

少ない 多い 

しお さとう 

１００ｇ １３０ｇ 

体積＝物の大きさ・かさ 

 

 

＜調べたいこと・ぎもん＞ 

・しおとさとうでは，どちら 

が重いのか。  

・同じ体積だと重さは同じな 

のか。 

＜問題＞ 

 
 
 
 
 
 
 
＜予想＞ 

・さとう（持ったときに重か

ったから） 

・同じ（見た目がそっくりだ

から） 

＜じっけんの方法＞ 

・同じ形で同じ大きさの入

れ物に入れてはかる 

・上はたいらにする 

 

しおとさとうの体積を

同じにするとどちらが

重いのだろうか。 

①事象提示の

写真や図 

②事象提示か

らの気付き 

③既習事項 

④新出用語の

確認 

など 

・児童から出された疑問 ・児童が立てた予想や仮説 

・観察，実験の方法 

※各自が考えた方法

やグループの考え

を板書してもよい 

・・・・クラス全体でまとめる問題の例 

    児童から出た疑問を整理して，児童の言葉

でまとめる 

疑問 

・・・・児童に持たせたい疑問 ・粘土と同じように，かさが同じでも，塩と砂糖の

重さは違うのかな? 

・塩と砂糖では，どちらが重いのかな？ 

児童の思考の流れ 

・・・・児童に持たせたい考え 

    予想される児童の考え 

    児童が働かせる理科の見方・考え方 

・同じ形，同じ体積の容器に入れて量り比

べる。 

・容器に入れたら上を平らにする。 

＜見方・考え方＞ 

量的な見方，食塩と砂糖の比較 

 

個別 グループ活動 

・・・・児童一人一人に考えを持たせた後で，グル 

ープで考えを交流させたいこと 

 

・塩と砂糖はかさが違う。 

・塩の方が重く感じる。 

・砂糖の方が重く感じる。 

＜見方・考え方＞体積，重さの比較 

塩と砂糖の体積を同じにすると
どちらが重いのだろうか。 

問題例 
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